
部活動の地域展開について

令和８年９月２５日
三次市議会全員協議会提出資料

教育部・地域共創部

この資料の一部は、生成AIにより作成しています。



１



２

令和９年４月から「休日」の部活動は終了し

「三次市地域クラブ」がいよいよ始まります。
※「休日」とは、土日祝日をさします。（夏季休業中などの平日は含みません。）
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地域全体で子どもたちを見守り支える「三次市地域クラブ」を設置

子どもたちが「自分で決める」ことが可能です。
子どもたちの「選択肢を増やす」ため、地域の様々な団体と連携しながら充実を図ります。
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三次市地域クラブは、

スポーツや文化芸術活動に加え、地域の歴史・文化の継承や

地域活動も含めた、より自由で開かれた活動です。



三次市地域クラブに登録した団体から、
子どもが「やりたい活動」を選んで活動します

スポーツ：軟式野球、サッカー、卓球、剣道、
バレーボール、ソフトテニス、柔道、
バスケットボール、ゴルフなど

文化芸術：吹奏楽、茶道、神楽、太鼓、美術、
伝統芸能など

地域活動：地域活動やボランティア活動など

活動イメージ① 「三次市地域クラブ登録団体による活動」

やりたいことを選んで活動
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活動イメージ② 参加しやすく、みんなで楽しめる「体験会やイベント」

「特定のクラブに入るのはハードルが高い」、「いろいろなことを少しずつ試してみたい」

コンセプト
子どもたちが、様々な活動に触れるきっかけづくり、
活動の場づくり

主な活動内容
トップ選手や指導者による教室
児童・生徒向けの出前講座
TRI-NEXT越境部など

運営団体
例）三次スポーツコミッション、三次市文化連盟、
美術館、博物館、図書館、三次市など
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いつ・どこで？
例）週１回程度、放課後の時間を利用して学校
やコミュニティセンターなどで開催

何をするの？
例）大人が決めるのではなく、集まった生徒が、自
ら「やりたいこと」を計画。地域の人たちと協力し
ながら、実践していく。

誰が支えるの？
例）学校運営協議会、住民自治組織、三次市な
どが連携し、子どもたちの放課後などの居場所
づくりに取り組む。

活動イメージ③ 放課後の「居場所づくり」

集まったみんなで「やりたいこと」を企画・実践
「放課後や休日に友達と集まる場所が欲しい」、「いろいろな人とつながりたい」
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三次市地域クラブの認定要件（案）

・「三次市部活動の地域展開に係る基本方針」及び

「三次市地域クラブガイドライン（策定中）」の遵守

・適切な活動時間や休養日の設定

・代表者や指導者の研修受講

・適切な心身の安全の体制確保

・暴力、暴言、ハラスメント等の防止の徹底

９



10

子どもが参加を希望する
活動へ直接申し込みます。

原則、各自で移動します。
（子ども自身か保護者等
による送迎など）

費用については、自己負担
となります。
（※団体ごとに金額は異なります。）
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検討中の支援内容

０１ 保護者負担に対する支援

・活動に係る保険料に対する支援

・経済的困窮世帯への参加費に対する支援

０２ 登録団体に対する支援

・学校体育施設利用に係る使用料等の減免

・学校備品の貸出

・活動費に対する支援 12



スケジュール（Ｒ８年度）
３月２月Ｒ９年１月１２月１１月１０月内容

児童・生徒
保護者

三次市地域クラブ

議会

制度の周知（広報誌、ホームページ、SNS）

●三次市部活動地域展開フォーラム（１０月３１日）

保護者説明

★三次市地域クラブ設置

（１１月下旬）

登録団体の募集（ホームページ等）※１１月末で1次集約。その後は随時募集

登録希望団体説明会

体験会の実施

体験会への参加

三次市地域クラブの周知及び参加者募集

●指導者研修会

三次市地域クラブへの申込

適宜報告
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